



















工 学 f専 土
第 200 4 号
昭和 45 年 3 月 30 日
基礎工学研究科物理系








とめたものである。 その内容は主として， (1) 中性気体中の極超音速電離衝撃波と， (2) プラズマ
中の無衝突衝撃波の 2 つである。 実際問題として (1) は極超音速飛朔体に必ず伴い超高速飛行は





























衝撃波の構造を調べるための実験を行ない，その散逸機構が Tidman 等の理論と， よく符合す
ることを示した。
本研究がプラズマ衝撃波の構造について二三の新知見を得ていると同時に，実験に用いたプラ
ズマ診断の技術が，この方面での開発に貢献する所のあった ζ とを認める。
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